
 

国 立 大 学 法 人 運 営 費 交 付 金 等 の 基 盤 的 経 費 の 充 実 に 関 す る 意 見 書 （ 案 ）  

 

こ れ ま で 国 の 政 策 と し て 全 国 に 配 置 さ れ た 国 立 大 学 は 、 高 度 人 材 育 成 と 卓 越 し

た 研 究 の 推 進 に よ り 全 て の 地 域 の 成 長 を 牽 引 す る と と も に 、 我 が 国 の 発 展 に 大 き

く 貢 献 し て き た 。 ま た 、 各 地 方 自 治 体 が 設 置 す る 公 立 大 学 は 、 地 域 社 会 か ら 信 頼

さ れ る 知 的 ・ 文 化 的 拠 点 と し て 、 教 育 研 究 の 質 の 向 上 に 向 け た 取 組 な ど を 着 実 に

進 め 、 地 域 の 産 業 振 興 や 生 活 及 び 文 化 の 向 上 、 地 域 社 会 の 発 展 に 貢 献 し て き た 。  

ま た 、 国 公 立 大 学 は 、 感 染 症 や 災 害 に 対 す る 高 度 で レ ジ リ エ ン ト な 社 会 の 構 築

と 国 土 強 靱 化 に 貢 献 す る こ と が 求 め ら れ て お り 、 Ｄ Ｘ に よ る 社 会 の 持 続 可 能 な 成

長 、 Ｇ Ｘ の 推 進 に よ る カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 等 地 方 創 生 の 中 核 を 担 う と と

も に 、 Society5.0に お け る デ ジ タ ル や グ リ ー ン 等 の 成 長 分 野 を 牽 引 す る 人 材 の 育

成 、 輩 出 な ど 多 様 な 高 度 人 材 の 育 成 も 担 っ て い る 。 加 え て 、 国 、 地 域 、 企 業 か ら

は 、 リ カ レ ン ト 教 育 へ の 期 待 が こ れ ま で 以 上 に 高 ま っ て い る 。  

本 市 に お い て は 、 横 浜 国 立 大 学 、 東 京 工 業 大 学 、 東 京 藝 術 大 学 及 び 横 浜 市 立 大

学 と い っ た 国 公 立 大 学 は そ れ ぞ れ の 強 み 、 特 色 を 十 分 に 生 か し 、 横 浜 の 未 来 を 切

り 開 き 、 持 続 可 能 な 成 長 に 大 き く 寄 与 し て い る 。  

し か し な が ら 、 運 営 費 交 付 金 や 施 設 整 備 費 補 助 金 の 多 年 に わ た る 削 減 等 に よ っ

て 、 十 分 な 教 育 研 究 基 盤 の 維 持 確 保 に 支 障 を 来 た し て い る 。 さ ら に 、 国 公 立 大 学

附 属 病 院 に お け る 医 療 提 供 体 制 強 化 に 必 要 な 財 政 支 援 及 び 教 育 研 究 の 充 実 と 医 師

の 働 き 方 改 革 と が 両 立 す る こ と が で き る 柔 軟 な 制 度 運 用 と 支 援 が 必 要 で あ る 。  

よ っ て 、 政 府 に お か れ て は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 位 置 づ け 変 更 や 先 行

き が 見 え な い 国 際 情 勢 を 踏 ま え 、 意 欲 あ る 学 生 が 安 心 し て 学 ぶ こ と が で き る 環 境

を 整 え る こ と や 、 そ れ ぞ れ の 大 学 が 求 め ら れ る 役 割 を 着 実 に 担 い 続 け る こ と が で

き る よ う 、 国 立 大 学 に 対 す る 運 営 費 交 付 金 等 の 基 盤 的 経 費 を 充 実 す る と と も に 、

あ わ せ て 公 立 ・ 私 立 大 学 へ の 支 援 の 充 実 を 図 る こ と を 強 く 要 望 す る 。  

こ こ に 横 浜 市 会 は 、 地 方 自 治 法 第 99条 の 規 定 に よ り 意 見 書 を 提 出 す る 。  

 

令 和 ５ 年  月  日 （ 議 決 年 月 日 ）  
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